
　　　　　　　「マンツーマン推進講習会」　　＝資料Ⅰ＝

設問１　①はマンツーマンディフェンスにおける正しいトラップの図です。②③は正しいトラップではない

① ② ③
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設問２　次のマンツーマンディフェンスで基準規則に照らし合わせ正しいものは○を、明らかに誤っている

＊基本A→１　B→２　C→３　D→４　E→５　をマークしている時からの状況の変化

ケース１ 　＊ボールマンはマッチアップエリア内とする ケース２ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする
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ケース３ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする ケース４ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする
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※Ａは背中でオフェンスプレイヤーを
感じている。1との距離は3ｍ。

ものに×をつけ、その理由を答えてください。

とすると、その理由を答えてください。

※Ｂは背中でオフェンスプレイヤー
を感じている



ケース５ ＊スクリーンの場所はマッチアップエリア内とする ケース６ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする
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ケース７ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする ケース８ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする
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ケース９ ＊ドリブルからのトラップとローテーション ケース１０ ＊ドリブルしていないセンターへのトラップ
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※センターがボールをキャッチ
した後にＣがトラップに行った



ケース１１ ＊ボールが空中にある間にトラップ ケース１２ 1
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1とA'の距離は1ｍキャッチと
同時にトラップは不成立

＊パスと同時　に移動キャッチ
と同時に　トラップ完成。

※A'とBは３
ｍ未満

※Ａは背中でオフェンスプレイヤー
を感じている

Ａはボールが空中にある間にト
ラップに行った

２ｍ

スロアー１とレシー
バー２の間は4ｍ



ケース１７ ケース１８
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とすると、その理由を答えてください。

②と③におけるCとEとFが、トラップの定義に当てはまらない位置にあると思われる。

ものに×をつけ、その理由を答えてください。

※Ｂは背中でオフェンスプレイヤー
を感じている

× ヘルプの状況でないのに、Ｅが自分のマークマ
ンを把握していないから。

× ヘルプの状況でないのに、Ｅがミドルラインを
越えているから。

※Ａは背中でオフェンスプレイヤーを
感じている。1との距離は3ｍ。

× マッチアップエリア内におけるボールマンディ
フェンス（A）の距離が正しくないから。

○ 制限区域内のオフボールのトラップだから。
（人数の制限はない。）
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ケース７ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする ケース８ ＊ボールマンはマッチアップエリア内とする
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ケース９ ＊ドリブルからのトラップとローテーション ケース１０ ＊ドリブルしていないセンターへのトラップ
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○ Ｂは２線（ワンパスアウェイ）で、自分のマー
クマンを捉えているから。

○ Ａは自分のマークマンを捉えている状況で、オ
フェンスプレイヤー2に対してのオフボールのト
ラップとなっていないから。

○ それぞれが自分のマークマンを捉えているか
ら。A・Ｂは俗に言うボールラインを意識した
ディフェンスである。

× Aは制限区域外でのオフボールのトラップとは
なってないが、自分のマークマン（１）を捉え
ていないから。

※センターがボールをキャッチ
した後にＣがトラップに行った

○ 特に問題なし。　　　　　　　　　　　　　＊
また、U15においては、ドリブルがなくてもト
ラップにいくことも可能。

× オンボールに対するトラップができる３つの要
件に当てはまらないから。（U12)
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Ａはボールが空中にある間にト
ラップに行った

○ ボールが空中にある段階でボールマンディフェ
ンスでなくなり、かつトラップ可能の３つの条
件に適しているから。

× ２は制限区域内にいるのでオフボールのトラッ
プは可能であるが、Aがトラップになっていない
ので。

＊パスと同時　に移動キャッチ
と同時に　トラップ完成。

※Ａは背中でオフェンスプレイヤー
を感じている

○ Aはボールマンディフェンスではあるが、スロー
イン時なのでオフボールプレーヤーにトラップ
にいくことは可能だから。

× Ａがパスと同時に移動、キャッチと同時にト
ラップが完成したとしても、最初の位置が１.５
ｍ以上のため。

スロアー１とレシー
バー２の間は4ｍ

※A'とBは３
ｍ未満

1とA'の距離は1ｍキャッチと
同時にトラップは不成立

× Ｄが自分のマークマンを捉えていないから。 × トラップ可能な距離の2～3ｍは、オフェンスの
きょりでディフェンスの距離ではないから。
（U12）
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○ 制限区域内におけるオフボールのトラップから
のローテーションであるから。

○ それぞれのディフェンスが自分のマークマン
を捉えているから。


